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編集後記 

 

春の訪れを感じる季節になってきました。この編集後記を書いている 2 月には春一番が吹き、観測史上初めて

の「夏日」が観測されました。いったい日本はどこまで暖かくなってしまうのでしょう？寒いのは苦手ですが、し

っかりとした四季があったのをなつかしく思う今日この頃です。さて、みなさまはいかがでしょうか？ 

今号では、原著論文、研究資料、研究報告、総説を各 1 本と、10 月に東京大学で開催された「ヘルスコミュニ

ケーションウィーク 2025 in Hongo」の基調講演および「第 17 回日本ヘルスコミュニケ－ション学会」シンポジ

ウムで発表された総説 2編を掲載できる運びとなりました。2年前に編集委員長を引き継ぎましてから、はや 2年。

この間、みなさまからたくさんの投稿論文を受け取らせていただきました。ご投稿いただきましたみなさま、あり

がとうございました。また査読をお引き受けいただきました先生方には、お忙しい中ご協力をいただきまして、心

より感謝申しあげます。このへルスコミュニケーション学関連学会機構の幅広い領域のみなさまの底力が、これ

からも研究や実践の発展に少しずつでもつながっていくよう、引き続きみなさまのお力添えをいただければと願

っております。今後も本学会誌を盛り上げてくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

編集委員長 高山智子 
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